
第５章 老後の活動について

問18 あなたは老後をどのように暮らしたいですか。（〇は1つだけ）

１. 老後の暮らし方

図表62 老後の暮らし方（今回調査、過去調査比較）
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【凡例】

R2年度(n=1,721)

H27年度(n=2,878)

H22年度(n=2,029)

H12年度(n=1,434)

老後の暮らし方（性別）

自分ひと
りで暮ら
したい

夫婦だけ
で暮らし
たい

家族や
身内と暮
らしたい

家族や身内と
は別に生活す
るが近くで暮ら
したい

老人ホー
ムなどで暮
らしたい

気のあった高
齢者と同じ屋
根の下で共同
生活したい

その他 無回答

6.9

6.9

22.3

25.5

33.4

42.2

23.9

16.4

5

3.4

4.6

2.4

2.3

1.3

1.7

1.8

女性(n=1022)

男性(n=670)

老後の暮らし方については、前回調査と比較すると「家族や身内と暮らしたい」の数値が約4％減少している。性

別で比較すると男性が42.2％に対し、女性は33.4％と差があることが分かる。また「家族や身内とは別に生活

するが近くで暮らしたい」の数値が男性が16.4％に対し、女性は23.9％と高い数値となっている。
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図表63 老後の暮らし方（年代別）
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自分ひとりで暮らしたい

夫婦だけで暮らしたい

家族や身内と暮らしたい

家族や身内とは別に生活するが近くで暮らしたい

老人ホームなどで暮らしたい

気のあった高齢者と同じ屋根の下で共同生活したい

その他

無回答

２０歳代(n=153) ３０歳代(n=259) ４０歳代(n=315)

５０歳代(n=310) ６０歳代(n=331) ７０歳以上(n=321)
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問19 老後の不安や悩みは何ですか。（〇は３つまで）

2. 老後の不安や悩み

図表64 老後の不安や悩み（性別・３つ以内）
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0.8
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30.9
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0.6

66.6

59.3

40.7

7.2

9

8.7

9.7

5.1

7.5

1.6

1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

健康のこと

生活費のこと

配偶者に先立たれること

安心して住み続ける住宅がないこと

不安に思っていることはない

適当な趣味や仕事がないこと

面倒をみてくれる身寄りがいないこと

適当な話し相手が近くにいないこと

家の跡継ぎがいないこと

その他

無回答

全体(n=1,693) 女性(n=1,022) 男性(n=  670)

老後の不安や悩みについては全体的に「健康のこと」「生活費のこと」が高い数値となっている。続いて男性が「配偶

者に先立たれること」が40.7％と高い数値となっているが、女性の回答はそれより9.8ポイント低く、男女差が見られ

る。一方、女性は「安心して住み続ける住宅がないこと」が12.4％と、男性より高い数値となっている。
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図表65 老後の不安や悩み（年代別・３つ以内）
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1.9
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健康のこと

生活費のこと

配偶者に先立たれること

安心して住み続ける住宅がないこと

不安に思っていることはない

適当な趣味や仕事がないこと

面倒をみてくれる身寄りがいないこと

適当な話し相手が近くにいないこと

家の跡継ぎがいないこと

その他

無回答

20歳代(n=153) ３０歳代(n=259) ４０歳代(n=315)

５０歳代(n=310) ６０歳代(n=331) ７０歳以上(n=321)

老後の不安や悩みを年代別でみると、50歳以上の年代は「健康のこと」が高い数値になっており、40歳以下は

「生活費のこと」が高い数値となっている。
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問20 あなたは、高齢者の介護支援について、どのようにお考えですか。（〇は1つだけ）

3. 高齢者への介護支援

図表66 高齢者への介護支援（性別）
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図表67 高齢者への介護支援（今回調査、過去調査比較）

基本的には家
族が行うことで
あり、社会が
支援する必要
はない

基本的には家
族が行うことで
はあるが、社
会がある程度
支援する必要
がある

家族だけでは
過重な負担が
かかるので、社
会が積極的に
支援する必要
がある

家族は可能な
範囲で行い、
基本的には社
会が担うべき
である その他 わからない 無回答

高齢者への介護支援についてみると、「家族だけでは過重な負担がかかるので、社会が積極的に支援する必要が

ある」の割合は男女ともに高い割合となっている。

前回調査と比較すると、「基本的には家族が行うことであるが、社会がある程度支援する必要がある」の数値が減

少しており(5.4%減)、「家族だけでは過重な負担がかかるので、社会が積極的に支援する必要がある」が増加

(2.5％)している。
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図表68 高齢者への介護支援（年代別）
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基本的には家族が行うことであり、社会が支援する必要はな

い

基本的には家族が行うことではあるが、社会がある程度支援

する必要がある

家族だけでは過重な負担がかかるので、社会が積極的に支

援する必要がある

家族は可能な範囲で行い、基本的には社会が担うべきであ

る

その他

わからない

無回答

２０歳代(n=153) ３０歳代(n=259) ４０歳代(n=315)

５０歳代(n=310) ６０歳代(n=331) ７０歳以上(n=321)

高齢者への介護支援について年代別にみると、全体的に「家族だけでは過重な負担がかかるので、社会が積極的

に支援する必要がある」の数値が高い。特に、20歳代～60歳代の年代では50％の割合を超えている。
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問21 現在あなたの家族に介護が必要な方がおられる場合、その方の介護は主にどなたがしてい
ますか。（〇は1つだけ）
①全体
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3.1
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0.8

1.2

0.3

0.1

0.1

2.3

7

52.8

16.2

10.2

5.5
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1.6
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7.7

52.4

15.7
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1.8

1.2

2.4

0.4

0.1

2.4

6.3

53.9

16.4

0 20 40 60

あなた

配偶者

女の子ども

その他の親戚

男の子ども

ヘルパー

子どもの妻

知人・友人

子どもの夫

その他

在宅介護はしていない（施設介護である）

介護が必要な人はいない

無回答

全体(n=1,721) 女性(n=1,022) 男性(n=670)

自宅で介護している割合は24％となり、家庭内での介護者を男女別にみると、女性の回答では「あなた(自分自

身)」、男性の回答では「配偶者」の割合が一番高い。

図表69 家庭内での介護をしている人（性別）

4. 家庭内での介護者
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子どもの妻

子どもの夫
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全体(n=1,442) 女性(n=  862) 男性(n=  560)

問21 現在あなたの家族に介護が必要な方がおられる場合、その方の介護は主にどなたがして
いますか。（〇は1つだけ）
②「介護を必要としている人はいない」を除いた結果

図表70 家庭内で介護をしている人（性別）

「介護を必要としている人はいない」を除いた結果では、「あなた（回答者）」との回答が多いが、男女差がみられる。
次に多いのが「介護施設」であり、その次は「女の子ども」である。
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図表71 家庭での介護者×性別×既婚（該当者のみ）
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問22 あなた自身が介護を必要になったとき、どなたに介護してもらいたいですか。（〇は1つだけ）

5. 自身が介護をしてもらいたい人

全体で見ると「ホームヘルパー」（43.2％）が高い水準となっている。

男女別でみると、男性は「自分の配偶者」が43.1％、女性は「ホームヘルパー」が47.6％と高い割合を占めている。

これを前回調査と比較すると、男女とも「ホームヘルパー」が増加し、「自分の配偶者」はt低下している。
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48.4

12.5

16.8

17.4
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3.1
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1.8

3

4.5

4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

R2年度(N=1,693)

H27年度（N=2,878）

H22年度（N＝2,029）

H12年度（N=1,434）

ホームヘルパー 自分の配偶者 自分の娘 自分の息子 自分のきょうだい

自分の息子の妻 自分の娘の夫 その他 無回答

自身が介護が必要になったときに、介護してもらいたい人は今回「ホームヘルパー」が43.2％で最も高くなった。これ

まで最も高かった「自分の配偶者」は29.9％で2番目、次いで「自分の娘」（12.5％）と続く。

図表72 自身が介護してもらいたい人（今回調査・過去調査比較）
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2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

女性（N=1,022)

男性（N=670)

ホームヘルパー 自分の配偶者 自分の娘 自分の息子 自分のきょうだい

自分の息子の妻 自分の娘の夫 その他 無回答
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6.9
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女性（N=1,652)

男性（N=1,226)

ホームヘルパー 自分の配偶者 自分の娘 自分の息子 自分のきょうだい

自分の息子の妻 自分の娘の夫 その他 無回答

図表74 自身が介護をしてもらいたい人（性別・前回調査）
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図表73 自身が介護をしてもらいたい人（性別）



図表75 自身が介護をしてもらいたい人（年代別）
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自分の娘
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自分のきょうだい

自分の息子の妻

自分の娘の夫
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無回答

２０歳代(n=153) ３０歳代(n=259) ４０歳代(n=315)

５０歳代(n=310) ６０歳代(n=331) ７０歳以上(n=321)

自身が介護をして欲しい人を年代別でみると、全体的に「ホームヘルパー」が高い割合を占めているが、年代が若い

ほど「ホームヘルパー」を希望する割合が高い。

70歳以上は「自分の配偶者」が36.4％と高い割合となっている。
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６. 調査結果の分析 ～老後の生活について～

問 1 8 「 老 後 を ど の よ う に 暮 ら し た い か 」 に 対 す る 回 答 に つ い て 、 全 体 と し て 「 家

族 や 身内 と 暮 ら し た い 」 が 最 も高 く 、 次 に 「 夫婦 だ け で 暮 ら し た い 」 「 家 族 や身内 と

は 別 に 生 活 す る が 近 く で 暮 ら し た い 」 が 高 い 割 合 と な っ た 。 こ の よ う な 回 答 は 、 前

回（ 2 0 1 5 年） ・ 前 々回（ 2 0 1 0年）調査 と ほ ぼ 同 じ 傾向 に あ る 。

ま た 、 性 別 ご と に 見 る と 、 「 家 族 や 身 内 と 暮 ら し た い 」 と い う 回 答 は 男 性 が

4 2 . 2％ で あ る の に 対 し 、 女 性 は 3 3 . 4 ％ に と ど ま っ た 。 つ ま り 、 男 性 が 8 . 8 ポ イ ン

ト 女 性 を 上 回 っ た こ と に な り 、 前 回 調 査 の 6 . 4 ポ イ ン ト と 比 べ て も そ の 差 は 広 が っ

て い る 。 そ れ と は 対 称 的 に 、 「 家 族 や 身 内 と は 別 に 生 活 す る が 近 く で 暮 ら し た い 」

と い う 回 答 は 、 女 性 が 男 性 を 7 . 5 ポ イ ン ト 上 回 る 結 果 と な っ た 。 こ の よ う に 老 後 の

暮 ら し の あ り 方 に つ い て は 、 明 ら か に 男 性 と 女 性 と の 意 識 に 違 い が 見 ら れ て お り 、

こ の 傾 向 は前回調査 と ほ ぼ 同 じ で あ る 。

こ れ ら の 結果 を 総合的 に見 る と 、 男 性 の 方 が 比較的 「 家 族依存 」 の 傾向 が あ り 、

女 性 は 比 較的自立的 な 意識 が 見 ら れ る と 言 え る だ ろ う 。 と く に 同 居 に よ る 老 親 の

世話 や 在宅 に よ る 介助 ・ 介 護労働 は女 性（妻 、 娘 、 嫁 ） の 負担 と な る 傾 向 が あ

り 、 女 性 の な か で は 、 自 ら の 将 来 予測 も 見越 し て 「 家 族 に 負 担 を か け た く な い 」 と

い う 意 識 が よ り 強 く 働 い た も の と 思 わ れ る 。

次 に 問 1 9 「 老 後 の 不 安 や 悩 み 」 に つ い て は 、 「 健 康 の こ と 」 が 男 女 と も に 最 も

高 く 、 次 い で 「 生 活費 の こ と 」 「 配 偶者 に 先立 た れ る こ と 」 が 高 い割合 と な り 、 前 回

調査 と ほ ぼ 同 じ 結果 と な っ た 。 ま た 、 性 別 に よ る 意識 の 違 い に 着目 す る と 、 「 配 偶

者 に 先 立 た れ る こ と 」 と い う 不 安 は 、 男 性 が 女 性 を 9 . 8 ポ イ ン ト も 上 回 る 結 果 と

な っ た 。 こ れ は 、 先 ほ ど の 問 2 0 の 老 後 の 暮 ら し 方 と 関 連 し て お り 、 男 性 の 「 家 族

依存 」 的 な 意識 が 結果 と し て 表 れ た も の と 考 え ら れ る 。
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ま た 、 高 齢 層 ほ ど 「 健 康 の こ と 」 や 「 配 偶 者 に 先 立 た れ る こ と 」 が 当 座 の 悩 み や

不 安 と し て 高 い 割 合 を 示 し て お り 、 若 年 層 や 壮 年 層 ほ ど 「 生 活 費 の こ と 」 が 7 割

強 と い う 突 出 し た 数 値 と な っ て い る 。 「 少 子 高 齢 社会 」 の 急 進 に 伴 う 負 担 増 や 年

金 受 給 に 関 す る 不 安 に 加 え 、 c o v i d - 1 9 （ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ） の 影 響 に よ る

経 済 へ の ダ メ ー ジ や 財 政 の 逼 迫 等 が 重 な り 、 次 世 代 が 抱 え る 将 来 不 安 は か な り

大 き い も の と な っ て い る こ と が 伺 え る 。

次 に 問 2 0 は 、 高 齢者 に 対 す る 介 護支援 の あ り 方 に つ い て 尋 ね た 質 問 で あ る 。

「 家 族 だ け で は 過重 な負担 が か か る の で 、 社 会 が 積極的 に支援 す る 必要 が あ る 」

と い う 回 答 が 5 割 を 超 え て 最 も 高 く な っ て お り 、 前 回 調 査 と 同 じ よ う な 結 果 と な っ

た 。 ま た 、 高 齢 者 介 護 に 関 す る 社 会 の 積 極 的 な 支 援 を 求 め る 意 識 は 、 5 年 お き

の 調 査 の た び ご と に 増 加 し て い る 。 さ ら に 、 こ の よ う な 意 識 は 女 性 の 方 が 男 性 よ り

も 9 . 2 ポ イ ン ト 上 回 っ て お り 、 前 回調査 と 同 じ よ う な 結果 と な っ て い る 。 少 子高齢

社 会 の 急 進 と 地 域 社 会 の 変 動 、 個 人 の ラ イ フ ス タ イ ル や 価 値 観 の 多 様 化 が 「 家

族 福祉観 」 や 自 助 力観念 に 影 響 を 与 え 、 公 的 な 制 度 や サ ー ビ ス を 利 用 ・ 併 用 す

る 考 え 方 へ と ま す ま す シ フ ト し て い る よ う で あ る 。

次 に 問 2 1 は 、 介 護 を 要 す る 家族 を 抱 え て い る 場 合 に 限定 し て 、 実 際 に 誰 が そ

の 介 護 を 担 っ て い る の か に つ い て 尋 ね た 質問 で あ る 。 そ の 結果 、 「 あ な た 」 （ 回 答

者自身） と 「 施 設 介護 」 が 高 い 割 合 と な っ た 。 「 施 設 介 護 」 を 除 い た 在 宅 介護 の

内 訳 を 婚 姻状況 と 関連 さ せ て 見 る と 、 既 婚 の 女 性回答者 は 4 7 ％ が 自 分自身 で

介 護 を 担 い 、 既 婚 の 男 性 回 答 者 を 3 2 . 5 ポ イ ン ト も 上 回 っ て い る 。 ま た 、 「 配 偶

者 」 が 介 護 を 担 う と い う 回 答 者 を 性 別 と 関 連 さ せ て み る と 、 「 妻 」 は 4 8 . 2 ％ に 達

す る の に 対 し 、 「 夫 」 は 2 7 . 4 ％ に と ど ま っ て い る 。 さ ら に 「 女 の 子 ど も 」 （ 娘） が在

宅 介 護 を 担 う と い う 回 答 も 1 割 ほ ど い る こ と か ら 、 在 宅 の 介 護 労働 の 実 態 は や は

り 女 性 に 負担 が か か っ て い る こ と が 分 か る 。 こ の よ う な 過重負担 の実態 は 、 女 性 が

社 会 の 積 極的 な 支援 を よ り 強 く 求 め る 傾 向 に あ る こ と （ 問 2 0 ） や 、 女性 が 自 立

志向的 な見方 を よ り 強 く 示 し て い た こ と （ 問 1 9 ） と 関 連 し て い る も の と 思 わ れ る 。
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次 に問 2 2 は 、 回 答 者自身 が 介護 を必要 と な っ た 場 合 に 、 誰 に 介護 を 担 っ て も

ら い た い か に つ い て 尋 ね た 質 問 で あ る 。 調 査 を 重 ね る ご と に 「 ホ ー ム ヘ ル バ ー 」 の

占 め る 割合 が 高 ま り 、 前 回調査 で 「 ホ ー ム ヘ ル パ ー 」 と 「 自 分 の 配 偶者 」 が ほ ぼ 拮

抗 し 、 今 回調査 で初 め て 「 ホ ー ム ヘ ル パ ー 」 が 1 3 ポ イ ン ト 上回 っ た 。

た だ し 、 「 自 分 の 娘 」 と い う 回 答 も 常 に 1 割 を 占 め て お り 、 決 し て 低 い 数 値 で は

な い 。 ま た 、 回 答 者 の 性 別 に よ っ て 意 識 の 差 が は っ き り と 表 れ て い る 。 「 ホ ー ム ヘ

ル パ ー 」 に つ い て は 男 女 と も に 割 合 が 大 き く 上 昇 し て い る が 、 そ れ で も 前 回 調査 と

同 様 に 、 女 性 が 男 性 を 1 1 ポ イ ン ト 上 回 っ て い る 。 逆 に 、 「 自 分 の 配 偶者 」 に つ い

て は 、 男 性 が 女性 を 2 1 . 9 ポ イ ン ト も 上 回 っ て い る 。

以 上 の よ う に 、 介 護 労 働 を め ぐ る 沖 縄 県 民 の 家 族 規 範 や 価 値 観 に お い て は 、

施 設 介護 や ホ ー ム ヘ ル パ ー の よ う な 社会的 サ ー ビ ス を 利 用 す る 考 え 方 が 、 女 性 の

意 識 を 中 心 に 着 実 に 定 着 し て き た と 言 っ て よ い 。 た だ し 、 配 偶 者 （ と く に 妻 ） や

娘 に 対 す る 期待 が 高 く 、 女 性 に 偏 っ た 意識 は今日 も 根強 く 存 在 す る 。

ま た 、 男 性 の 意識 に お い て は 、 老 後生活 に関 す る 家族 へ の 依存 、 介護 に 関 す る

女性 へ の 期待感 が 高 い 数値 を維持 し て い る 。 よ っ て 、 今 後 も 引 き 続 き 、 老 後 や 介

護 を め ぐ る 女 性 の 自 立 志 向 を 支 援 す る た め の 仕 組 み づ く り や 、 男 性 の 側 の 自 立

志向的 な意識変革 が求 め ら れ る 。

ま た 、 厚 生 労 働 省 の 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 が 2 0 1 7 年 に 公 表 し た

「 5 0 歳 時 未 婚 率 」 （ 5 0 歳 時 点 で 一 度 も 結 婚 し た こ と の な い 人 の 割 合 ） に つ い

て 見 る と 、 沖 縄 県 の 男 性 は 全 国 で 最 も 高 く 、 女 性 も 全 国 で 5 番 目 に 高 い 割 合 と

な っ た 。 い わ ゆ る 「 お ひ と り さ ま 」 の 老 後 を む か え る 層 が 今 後 沖縄 県 で も 増 加 す る

可 能 性 が あ り 、 個 々 の 家 族 形態 、 ラ イ フ ス タ イ ル や 生 き 方 に 見 合 っ た 、 多 様 で 細

や か な 社会福祉制度 や サ ー ビ ス の ニ ー ズ が 高 ま る も の と 思 わ れ る 。
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さ ら に 、 内 閣府 の 2 0 1 8 年 の 調査 に よ る と 、 8 0 歳代 の親 が 5 0 歳代 の 子 の 生活

を 支 え 困 窮 す る 「 8 0 5 0 問 題 」 に つ い て 、 貧 困 等 の 背 景 を 抱 え る 沖 縄 県 は 他 府

県 に 比 べ よ り 高 い リ ス ク が あ る と 指 摘 さ れ て い る 。 同 問 題 で 指 摘 さ れ て い る の は 、

親 子 が 社 会的 に 孤 立 し 、 生 活 困 窮 の 悪 循環 に 陥 っ て し ま う と い う 点 で あ る 。 こ の

よ う な 状態 の 家族 が 老親介護 の問 題 に直面 し た 際 の 社会福祉 に よ る 対応 も 、 今

後 ま す ま す 強化 し な け れ ば な ら な い 。

（ 沖縄国際大学 ・ 桃 原一彦）
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第６章 配偶者等からの暴力について

問23 あなたは、配偶者（事実婚や別居中、元配偶者も含む）や交際相手からの暴力につい
て、身近で見聞きしたことがありますか。（〇はいくつでも）

１. 身近でのDVの見聞きについて

15.9

8.5

8.1

2.3

63.5

5.9

15.8

11

11.3

3.2

58.9

5.4

16

4.5

3.1

1

71.5

5.8

0 20 40 60 80

身近に当事者はいない

が、うわさを耳にしたこと

がある

身近に当事者がいる

家族や知人などから相

談されたことがある

その他

身近で見聞きしたことは

ない

無回答

全体(n=1,721) 女性(n=1,022) 男性(n=670)

身近でDVについて見聞きしたことがあるのは、全体の約3割で、具体的には、「身近に当事者はいないが、うわさ

を耳にしたことがある」（15.9％）、「身近に当事者がいる」（8.5％）、「家族や知人などから相談されたことがあ

る」（8.1％）となっている。※見聞きしたことある割合の算出方法：100-（「身近で見聞きしたことはない」+「無回答」）

これを性別にみると、男性は22.7％が見聞きしたことがあるのに対し、女性では35.7％と男性より13.0ポイント

高い。また、女性は「身近に当事者がいる」、「家族や知人などから相談されたことがある」は1割を超えている。

図表76 身近でDVについて見聞きしたことの経験（性別）
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図表77 身近でDVについて見聞きしたことの経験（年代別）
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3.1
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2.7
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8.3
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67.7
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15.1
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6.9

18.1

6.9

6.5

2.2

59.8

11.5
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身近に当事者はいないが、うわさを耳にしたことがある

身近に当事者がいる

家族や知人などから相談されたことがある

その他

身近で見聞きしたことはない

無回答

２０歳代(n=153) ３０歳代(n=259) ４０歳代(n=315)

５０歳代(n=310) ６０歳代(n=331) ７０歳以上(n=321)

各年代とも「身近で見聞きしたことはない」が大半を占めるが、「身近に当事者はいないが、うわさを耳にしたことがあ

る」が40代で19%、70歳以上で18.1%と続く。

20代や30代では、「家族や知人などから相談されたことがある」が、10％以上と高い傾向。
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【問23で「家族や知人などから相談されたことがある」「身近に当事者がいる」と答えた方にお聞き
します】
問24 そのことを知ってどうしましたか。（〇はいくつでも）

2. 身近で起きたDVへの対応について

図表78 身近で起きたDVに対する対応（性別）

身近で起きたDVへの対応について「何もできなかった」という回答が最も多く、30.3％であった。

男女別にみると、女性は「被害者をかくまったり、家を出ることを援助した」（28.3%)、 「被害者に相談機関を

紹介した」（21.7%）の割合が高かった。

男性は「加害者に暴力を辞めるように話した」（22.9%）の割合が高かった。

26
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13.8
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14.6

4.3

28.3

21.7

11.6

9.1

7.1
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4.5
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12.5

22.9

14.6

8.3

4.2

27.1

4.2

14.6

4.2

0 5 10 15 20 25 30 35

被害者をかくまったり、家を出ることに援助をした

被害者に相談機関を紹介した

加害者に暴力をやめるように話した

被害者と一緒に病院や相談機関に行った

配偶者暴力相談支援センターや警察に通報した

被害者にがまんするように話した

何もできなかった

何もする必要はないと思った

その他

無回答

全体(N=254) 女性(N=198) 男性(N=48)
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図表79 身近で起きたDVに対する対応（年代別）

身近で起きたDVへの対応について年代別でみると、「何もできなかった」が高い割合を占めているが、30歳代が

「被害者をかくまったり、家を出ることに援助した」(42.3％)が他の年代と比較すると高い割合を占めた。

50歳代は「被害者をかくまったり、家を出ることに援助をした」「被害者に相談機関を紹介した」「加害者に暴力

をやめるように話した」の項目で20％を超えた回答となっている。
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0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

被害者をかくまったり、家を出ることに援助をした

被害者に相談機関を紹介した

加害者に暴力をやめるように話した

被害者と一緒に病院や相談機関に行った

配偶者暴力相談支援センターや警察に通報した

被害者にがまんするように話した

何もできなかった

何もする必要はないと思った

その他

無回答

20歳代（N=27) 30歳代（N=52) 40歳代（N=58）

50歳代（N=48) 60歳代（N=26） 70歳以上（N=38）
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凡例

殴ったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするな…

殴るふりをしておどす

何を言っても長時間無視し続ける

人格を否定するような暴言を受けた

あなた、もしくはあなたの家族に危害を加えられるのではな…

嫌がっているのに性的な行為を強要された、また、避妊に…

生活費を渡さない、借金を強いる、ことをされた

親兄弟、友人とのつき合いを禁止・制限する

交友関係を細かく監視されたり、電話・メール・ＳＮＳを…

SNS、WEB上での誹謗中傷や嫌がらせをされた

問25 あなたは、配偶者（婚姻届を出していない事実婚や別居中、元配偶者も含む）や交際
相手から次のようなことをされたことがありますか。
ア～コについて、それぞれあてはまるものを1つずつ選んで下さい。

3. DV被害の経験について

DV被害について「何度もあった」とする深刻な被害が最も多いのは「人格を否定するような暴言を受けた」

（7.7％）、で、以下「何を言っても長時間無視し続ける」（5.8％）、「嫌がっているのに性的な行為を強要され

た、また、避妊に協力しない」（4.7％）、「殴るふりをしておどす」（4.0％）が続く。

「1、2度あった」を加えたDV被害は「人格を否定するような暴言」（19.7％）が最も多く、以下「何を言っても長時

間無視し続ける」（16.1％）、「殴ったり、けったり、物を投げつけたり、突飛ばしたりするなどの身体に対する暴力を

受けた」（12.3％）と続く。
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13.7 

13.0 

13.6 

殴ったり、けったり、物を投げつけたり、身体に対する暴力

人格を否定するような暴言を受けた

危害を加えられるのではないかと恐怖を感じるような脅迫

嫌がっているのに性的な行為を強要。また、避妊に協力しない

生活費を渡さない、借金を強いる、ことをされた

交友関係を細かく監視されたり、電話・メールをチェックされた

何度もあった 1,2度もあった まったくない 無回答

図表81 DV被害の経験（前回調査）

※前回調査と質問項目を一部変更、追加しています。

嫌がっているのに性的な行為を強要された、
また、避妊に協力しない

殴ったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの
身体に対する暴力を受けた

交友関係を細かく監視されたり、電話・メール・ＳＮＳを
チェックされた
交友関係を細かく監視されたり、電話・メール・ＳＮＳを
チェックされた

図表80 DV被害の経験

100

あなた、もしくはあなたの家族に危害を加えられるのではないか
と恐怖を感じるような脅迫を受けた



問25 あなたは、配偶者（婚姻届を出していない事実婚や別居中、元配偶者も含む）や交際
相手から次のようなことをされたことがありますか。
① ア 殴ったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴力

を受けた

図表82 ア 殴ったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴力を受けた(性別）（年代別)

6.0

0.4

12.2

2.7

70.5

80.6

11.4

16.3

【凡例】

女性(n=1,022)

男性(n=670)

3.3

5.0

4.4

5.2

2.1

3.1

3.9

6.2

11.1

11.3

7.9

8.1

85.0

84.2

77.8

72.3

71.9

62.0

7.8

4.6

6.7

11.3

18.1

26.8

20代(n=153)

30代(n=259)

40代(n=315)

50代(n=310)

60代(n=331)

70代(n=321)

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答

DVとされる行為に対する認識について男女別でみると、『殴ったり、けったり、物を投げつけたり、突飛ばしたりするな

どの身体的に対する暴力を受けた』については全体的に「まったくない」が高い割合を占めたが、女性の「何度もあっ

た」、「1、2度あった」の回答は18.2％で男性に比べ15ポイント高い。

〔性別〕

〔年代別〕
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問25 あなたは、配偶者（婚姻届を出していない事実婚や別居中、元配偶者も含む）や交際
相手から次のようなことをされたことがありますか。
② イ 殴るふりをしておどす

図表83 イ 殴るふりをしておどす（性別）（年代別）

3.3

5.4

5.4

4.5

2.1

2.5

2.6

5.0

6.0

8.7

6.6

6.5

85.6

84.6

81.6

74.5

72.2

61.1

8.5

5.0

7.0

12.3

19.0

29.9

20代(n=153)

30代(n=259)

40代(n=315)

50代(n=310)

60代(n=331)

70代(n=321)

DVとされる行為に対する認識について男女別でみると、『殴るふりをしておどす』について「何度もあった」、「1,2度

あった」が13.9％で男性より9ポイント高い。

年代別では、30代・40代・50代で、「何度もあった」「1,2度あった」が10％以上となっている。

6.0

0.7

7.9

3.7

73.3

79.0

12.8

16.6

【凡例】

女性(n=1,022)

男性(n=670)

〔性別〕

〔年代別〕

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答
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問25 あなたは、配偶者（婚姻届を出していない事実婚や別居中、元配偶者も含む）や交際
相手から次のようなことをされたことがありますか。
③ ウ 何を言っても長時間無視し続ける

図表84 ウ 何を言っても長時間無視し続ける(性別)（年代別）

6.8

4.2

9.4

11.8

70.7

67.3

13.1

16.7

【凡例】

女性(n=1,022)

男性(n=670)

2.6

6.9

8.3

5.2

3.9

5.9

5.9

8.5

8.6

13.9

10.0

11.8

83.7

79.5

75.9

68.4

66.2

52.3

7.8

5.0

7.3

12.6

19.9

29.9

20代(n=153)

30代(n=259)

40代(n=315)

50代(n=310)

60代(n=331)

70代(n=321)

DVとされる行為に対する認識について男女別でみると、『何を言っても長時間無視し続ける』は女性と男性を比

較すると男女とも約16％でほぼ同率である。

〔性別〕

〔年代別〕

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答
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問25 あなたは、配偶者（婚姻届を出していない事実婚や別居中、元配偶者も含む）や交際
相手から次のようなことをされたことがありますか。
④ エ 人格を否定するような暴言を受けた

図表85 エ 人格を否定するような暴言を受けた(性別)（年代別）

11.0

2.4

14.8

7.9

62.5

73.3

11.7

16.4

【凡例】

女性(n=1,022)

男性(n=670)

4.6

7.3

11.1

8.4

6.6

5.9

7.2

8.5

12.1

16.8

13.3

10.6

80.4

79.5

69.8

64.2

62.2

53.9

7.8

4.6

7.0

10.6

17.8

29.6

20代(n=153)

30代(n=259)

40代(n=315)

50代(n=310)

60代(n=331)

70代(n=321)

DVとされる行為に対する認識について男女別でみると、『人格を否定するような暴言を受けた』と回答しているの

は女性のほうが高く、「何度もあった」、「１、2度あった」が合わせて25.8％で、男性より15ポイント高い。

年代別では50代の回答が多かった。

〔性別〕

〔年代別〕

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答
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問25 あなたは、配偶者（婚姻届を出していない事実婚や別居中、元配偶者も含む）や交際
相手から次のようなことをされたことがありますか。
⑤オ あなた、もしくはあなたの家族に危害を加えられるのではないかと恐怖を感じるような

脅迫を受けた

図表86 オ あなた、もしくはあなたの家族に危害を加えられるのではないかと恐怖を感じるような脅迫を受けた （性別)（年代別）

4.9

0.4

6.3

1.6

76.3

80.7

12.5

17.2

【凡例】

女性(n=1,022)

男性(n=670)

3.3

3.1

5.1

3.9

1.8

1.6

2.0

5.8

5.4

6.5

3.6

2.8

86.9

86.9

82.2

77.7

75.2

65.1

7.8

4.2

7.3

11.9

19.3

30.5

20代(n=153)

30代(n=259)

40代(n=315)

50代(n=310)

60代(n=331)

70代(n=321)

DVとされる行為に対する認識について男女別でみると、『あなた、もしくはあなたの家族に危害を加えられるのではな

いかと恐怖を感じるような脅迫を受けた』について、女性は「何度もあった(4.9%)」、「1、2度あった(6.3%)」が合わ

せて1割である。

〔性別〕

〔年代別〕

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答
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問25 あなたは、配偶者（婚姻届を出していない事実婚や別居中、元配偶者も含む）や交際
相手から次のようなことをされたことがありますか。
⑥ カ 嫌がっているのに性的な行為を強要された、また、避妊に協力しないことがあった

図表87 カ 嫌がっているのに性的な行為を強要された、また、避妊に協力しないことがあった(性別)（年代別）

7.4

0.6

7.4

0.7

72.7

80.7

12.4

17.9

【凡例】

女性(n=1,022)

男性(n=670)

2.6

5.0

6.0

6.5

3.0

4.4

3.9

5.4

6.3

5.8

4.5

2.5

85.6

84.6

80.0

76.1

72.8

62.0

7.8

5.0

7.6

11.6

19.6

31.2

20代(n=153)

30代(n=259)

40代(n=315)

50代(n=310)

60代(n=331)

70代(n=321)

DVとされる行為に対する認識について男女別でみると、『嫌がっているのに性的な行為を強要された、また、避妊に協

力しないことがあった』との回答が女性は「何度もあった」、「1、2度あった」を合わせて14.8％である。

〔性別〕

〔年代別〕

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答
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問25 あなたは、配偶者（婚姻届を出していない事実婚や別居中、元配偶者も含む）や交際
相手から次のようなことをされたことがありますか。
⑦ キ 生活費を渡さない、借金を強いる、ことをされた

図表88 キ 生活費を渡さない、借金を強いる、ことをされた(性別)（年代別）

4.9

0.4

5.0

1.2

77.5

80.6

12.6

17.8

【凡例】

女性(n=1,022)

男性(n=670)

0.7

2.3

6.3

3.9

2.1

2.2

2.3

3.5

7.4

3.6

2.2

91.5

91.1

82.5

76.8

74.6

63.9

7.8

4.2

7.6

11.9

19.6

31.8

20代(n=153)

30代(n=259)

40代(n=315)

50代(n=310)

60代(n=331)

70代(n=321)

DVとされる行為に対する認識について男女別でみると、『生活費を渡さない、借金を強いる、ことをされた』は女性

は「何度もあった」、「1、2度あった」を合わせると約1割である。

〔性別〕

〔年代別〕

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答
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問25 あなたは、配偶者（婚姻届を出していない事実婚や別居中、元配偶者も含む）や交際
相手から次のようなことをされたことがありますか。
⑧ ク 親兄弟、友人とのつき合いを禁止・制限する

図表89 ク 親兄弟、友人とのつき合いを禁止・制限する(性別)（年代別）

DVとされる行為に対する認識について男女別でみると、『親兄弟、友人とのつき合いを禁止・制限する』は女性で

はで「何度もあった」、「1、2度あった」を合わせると約1割である。

5.2

0.7

5.8

2.8

76.5

79.1

12.5

17.3

【凡例】

女性(n=1,022)

男性(n=670)

3.3

4.2

5.7

4.2

2.7

0.9

2

4.6

6.7

6.5

3.6

3.1

87.6

86.5

80

78.1

74

65.1

7.2

4.6

7.6

11.3

19.6

30.8

20代(n=153)

30代(n=259)

40代(n=315)

50代(n=310)

60代(n=331)

70代(n=321)

〔性別〕

〔年代別〕

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答
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問25 あなたは、配偶者（婚姻届を出していない事実婚や別居中、元配偶者も含む）や交際
相手から次のようなことをされたことがありますか。
⑨ ケ 交友関係を細かく監視されたり、電話・メール・ＳＮＳをチェックされた

図表90 ケ 交友関係を細かく監視されたり、電話・メール・ＳＮＳをチェックされた(性別)(年代別）

『交友関係を細かく監視されたり、電話・メール・ＳＮＳをチェックされた』は女性は「何度もあった」、「1、2度あっ

た」を合わせると約1割である。

4.5

1.2

5.2

4.0

77.6

77.8

12.7

17.0

【凡例】

女性(n=1,022)

男性(n=670)

3.9

5

4.4

3.5

1.5

1.6

6.5

6.2

7.3

4.5

2.4

2.8

81.7

84.2

81

80.3

76.4

64.8

7.8

4.6

7.3

11.6

19.6

30.8

20代(n=153)

30代(n=259)

40代(n=315)

50代(n=310)

60代(n=331)

70代(n=321)

〔性別〕

〔年代別〕

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答
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問25 あなたは、配偶者（婚姻届を出していない事実婚や別居中、元配偶者も含む）や交際
相手から次のようなことをされたことがありますか。
⑩ コ ＳＮＳ、ＷＥＢ上での誹謗中傷や嫌がらせをされた

図表91 コ ＳＮＳ、ＷＥＢ上での誹謗中傷や嫌がらせをされた(性別)（年代別）

『ＳＮＳ、ＷＥＢ上での誹謗中傷や嫌がらせをされた』は他より少なく、女性で1.3％である。

0.7

0.1

0.6

0.4

85.5

81.8

13.2

17.6

【凡例】

女性(n=1,022)

男性(n=670)

1.5

0.3

0.6

0.3

1.3

0.6

1.3

0.3

90.8

93.8

91.4

85.5

79.8

67.6

7.8

4.6

7.6

12.6

19.9

32.1

20代(n=153)

30代(n=259)

40代(n=315)

50代(n=310)

60代(n=331)

70代(n=321)

〔性別〕

〔年代別〕

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答
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【問25で「１，２度あった」「何度もあった」と答えた方におたずねします。】
問26 あなたはそのことを、誰かに打ち明けたり、相談したりしましたか。（〇はいくつでも）

4. DV被害を第三者に相談した経験

33.2

21.3

5.3

3.3

2.2

1.5

1.3

0.7

0.4

4

42.6

10

40.1

26.7

6.9

4.4

2.6

1.8

1.5

1

0.5

3.9

37

7.2

16.4

8.2

1.3

0.6

1.3

0.6

0.6

4.4

56

17

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

友人知人に相談した

家族や親戚に相談した

警察に連絡・相談した

配偶者暴力相談支援センター、女性相談所、男女共同参画

センターなどに相談した

医療関係者（医師、看護士、助産師など）に相談した

その他の公的機関に相談した

民間（ＮＰＯを含む）の専門家や専門機関（弁護士・弁

護士会、カウンセリング機関、民間シェルター）などに相談した

学校関係者（教員、養護教員、スクールカウンセラーなど）に

相談した

法務局や人権擁護委員に相談した

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった（できなかった）

無回答

(%)

全体(n=1,721)

女性(n=1,022)

男性(n=670)

DV被害を受けた人のうち、誰かに相談したのは全体の47.4％である。相談先で最も多いのは、「友人知人に相

談した」（33.2％）で、次に「家族や親戚に相談した」（21.3％）と続き、身近な人に相談するケースがほとん

どである。※相談率の算出方法：100-（「どこ（だれ）にも相談しなかった（できなかった）+「無回答」）

相談先は女性では「友人知人」が40.1％で最も多く、次に「家族や親戚」（26.7％）となっている。これに対し

て男性は「友人知人」が16.4％、「家族や親戚」が8.2％で、いずれも女性に比べて割合が少ない。

図表92 DV被害の相談先（性別）
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59.5

16.2

5.4

5.4

8.1

32.4

2.7

31.6

24.1

6.3

2.5

8.9

2.5

1.3

1.3

45.6

7.6

41.4

22.5

5.4

6.3

0.9

0.9

1.8

0.9

3.6

41.4

6.3

36.9

27.9

6.6

4.9

2.5

2.5

2.5

1.6

4.9

38.5

5.7

23.3

20.4

2.9

1

1

1.9

1

3.9

44.7

16.5

19.8

13.5

5.2

1

1

5.2

47.9

17.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

友人知人に相談した

家族や親戚に相談した

警察に連絡・相談した

配偶者暴力相談支援センター、女性相談所、男女共同参画

センターなどに相談した

医療関係者（医師、看護士、助産師など）に相談した

その他の公的機関に相談した

民間（ＮＰＯを含む）の専門家や専門機関（弁護士・弁

護士会、カウンセリング機関、民間シェルター）などに相談した

学校関係者（教員、養護教員、スクールカウンセラーなど）に

相談した

法務局や人権擁護委員に相談した

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった（できなかった）

無回答

(%)

20代(n=153)

30代(n=259)

40代(n=315)

50代(n=310)

60代(n=331)

70代(n=321)

図表93 DV被害の相談先（年代別）

「どこ（だれ）にも相談しなかった（できなかった）」との回答では、20代がその他の年代と差が出ている。その他の回答

では、50代の「家族や親戚に相談した」が他の年代と比べると回答が多かった。
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【問25で「どこ（だれ）にも相談しなかった（できなかった）」と答えたか方にお聞きします。】
問27 どこ（だれ）にも相談しなかったのは、なぜですか。（〇いくつでも）

5. DV被害について相談しなかった理由

図表94 DV被害について相談しなかった理由（性別）

42.8

25.8

15.3

14.4

13.1

9.6

4.8

4.8

4.8

1.3

0.9

3.1

21

38.1

20.1

17.3

19.4

12.2

12.2

3.6

5

5.8

1.4

1.4

2.9

23

49.4

34.8

12.4

6.7

14.6

5.6

6.7

4.5

3.4

1.1

3.4

18

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

相談するほどのことではないと思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

恥ずかしくてだれにも言えなかったから

自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから

相談してもムダだと思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかったから

世間体が悪いから

そのことについて思い出したくなかったから

相談相手の言動によって不快な思いをさせられると思ったから

相談したことがわかると仕返しを受けたり、もっとひどい暴力を…

その他

無回答

(%)

全体(n=1,721)

女性(n=1,022)

男性(n=670)

「相談するほどのことではないと思ったから」が全体で最も高く、男女間での差を比較すると「自分にも悪いところが
あると思ったから」が、男性の回答率が高く14.7ポイントの差がある。
女性では「自分にも悪いところがあると思ったから」（20.1％）、「自分さえがまんすれば、なんとかこのままやって
いけると思ったから」（19.4％）が高い傾向にある。
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図表95 DV被害について相談しなかった理由（年代別）
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4.3

4.3

4.3

2.2
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28.3

23.9

13

8.7

4.3

2.2

4.3

6.5

17.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

相談するほどのことではないと思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

恥ずかしくてだれにも言えなかったから

自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから

相談してもムダだと思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかったから

世間体が悪いから

そのことについて思い出したくなかったから

相談相手の言動によって不快な思いをさせられると思ったから

相談したことがわかると仕返しを受けたり、もっとひどい暴力を受

けると思ったから

その他

無回答

(%)

20代(n=153)

30代(n=259)

40代(n=315)

50代(n=310)

60代(n=331)

70代(n=321)

「自分にも悪いところがあると思ったから」、「相談するほどのことではないと思ったから」の2回答については年代が上が

るにつれ、回答数が多かった。

また、40代では「他人を巻き込みたくなかったから」（17.8％）が他の年代に比べて高い。
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DV被害で深刻な状況下でも相談しない理由

どの項目に対しても「自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったか」、「恥ずかしくてだれ
にも言えなかったから」という回答が多い。

図表96 深刻なDV被害にありながら、相談しなかった理由（被害内容別・上位3位まで）

被害内容 相談しなかった理由 ％

ア
殴ったり、けったり、物を投げつけたり、
突き飛ばしたりするなどの身体に対す
る暴力を受けた

自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから 17.9

恥ずかしくてだれにも言えなかったから 11.9

他人を巻き込みたくなかったから 10.4

イ 殴るふりをしておどす

恥ずかしくてだれにも言えなかったから 10.3

他人を巻き込みたくなかったから 10.3

自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから 7.4

ウ 何を言っても長時間無視し続ける

相談してもムダだと思ったから 12.1

恥ずかしくてだれにも言えなかったから 8.1

自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから 8.1

エ 人格を否定するような暴言を受けた

恥ずかしくてだれにも言えなかったから 10.6

相談してもムダだと思ったから 9.8

自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから 8.3

オ
あなた、もしくはあなたの家族に危害
を加えられるのではないかと恐怖を感
じるような脅迫を受けた

他人を巻き込みたくなかったから 11.1

恥ずかしくてだれにも言えなかったから 9.3

自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから 9.3

カ
嫌がっているのに性的な行為を強要
された、また、避妊に協力しないこと
があった

自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから 14.8

恥ずかしくてだれにも言えなかったから 12.3

相談してもムダだと思ったから 11.1

キ
生活費を渡さない、借金を強いる、こ
とをされた

自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから 13.2

他人を巻き込みたくなかったから 11.3

恥ずかしくてだれにも言えなかったから 7.5

ク
親兄弟、友人とのつき合いを禁止・
制限する

他人を巻き込みたくなかったから 13.6

恥ずかしくてだれにも言えなかったから 11.9

自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから 11.9

ケ
交友関係を細かく監視されたり、電
話・メール・ＳＮＳをチェックされた

恥ずかしくてだれにも言えなかったから 9.3

自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから 9.3

他人を巻き込みたくなかったから 9.3

コ
ＳＮＳ、ＷＥＢ上での誹謗中傷や
嫌がらせをされた

自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから 25.0

恥ずかしくてだれにも言えなかったから 12.5

相談してもムダだと思ったから 12.5

相談したことがわかると仕返しを受けたり、もっとひどい暴力を受けると思っ
たから

12.5

他人を巻き込みたくなかったから 12.5

そのことについて思い出したくなかったから 12.5

自分にも悪いところがあると思ったから 12.5
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６. 調査結果の分析 ～配偶者等からの暴力について～

2 0 1 9 年 の 内 閣 府 が 発 表 し た デ ー タ に よ る と 、 「 配 偶 者 暴 力 相 談 支 援 セ ン

タ ー 」 に お け る 2 0 1 8年 の相談件数 は 1 1万 4 4 8 1件 と な り 、 過 去最悪 と な っ て い

る 。 ま た 、 同 年 の 警 察 に 対 す る 相 談 件 数 も 7 万 7 4 8 2 件 と な り 、 こ ち ら も 過 去 最

悪 と な っ て い る 。

一 方 、 沖 縄 県 の 同 相 談 支 援 セ ン タ ー へ の 相 談 件 数 に つ い て は 、 2 0 1 9 年 は

1 , 9 4 2件 と な り 、 2 0 1 5年以降は横 ば い 状態 に あ る 。

し か し 、 2 0 1 9 年 の 沖 縄 県 警 に 対 す る 相 談 件 数 は 1 , 0 8 2 件 に 達 し 、 過 去 最

悪 と な っ て い る 。 こ れ は 、 人 口 1 0 万人 あ た り の 相 談件数 と し て は 7 5 . 4 5 件 と な り 、

全 国平均 の 5 5 . 5 2件 を大 き く 上 回 っ て い る 。 こ の よ う に D V（ ド メ ス テ ィ ッ ク ・ バ イ

オ レ ン ス ） を め ぐ る 状 況 は 緊 急 性 を 要 す る も の が 増 加 し て い る 可 能 性 が あ り 、 暴

力 の 内実 は悪質化 し て い る か も し れ な い 。 本 調査 に お い て も 、 同 問題 に 関 す る 意

識 と 実態 を 概観 す る 。

問 2 3 は 、 回 答者 自身 が D V を 身 近 で 見聞 き し た こ と が あ る か に つ い て 尋 ね た 質

問 で あ る 。 そ の 結 果 、 前 回 調 査 （ 2 0 1 5 年 ） と 同 様 に 何 か し ら の 形 で 見 聞 き し

た 回答者 は全体 の 3割 ほ ど と な っ た 。 そ の 内 「 う わ さ を 耳 に し た 」 が 1 5 . 9 ％ で 最 も

高 い 。

ま た 、 「 身 近 に 当 事 者 が い る 」 と 「 家 族 や 知 人 か ら 相 談 さ れ た こ と が あ る 」 の 合

計 は 1 6 . 6 ％ と な っ て お り 、 決 し て 低 い 数値 で は な い 。 と く に 、 女 性回答者 で は合

計 2 2 . 3 ％ と な っ て お り 、 前 回調査 に比 べ て 4 . 5 ポ イ ン ト 増 加 し て い る 。 一 方 「 身

近 で 見 聞 き し た こ と は な い 」 と い う 回 答 は 、 男 性 が 7 1 . 5 ％ に 達 し 、 女 性 を 1 2 . 6

ポ イ ン ト 上 回 っ て い る 。 前 回 調 査 と 同 様 に 、 D V を 身 近 で 見 聞 き す る 経 験 お よ び

認知 す る 経験 は 、 男性 よ り も 女 性 の 方 が 高 く な る 傾向 に あ り 、 意 識 や 認識 の 差 が

明確 に 表 れ た と い え る 。
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問 2 4 で は 、 身 近 に D V 被 害 者 が い る 、 あ る い は 相 談 を 受 け た 際 に 、 ど の よ う に

行 動 ・ 対 応 を し た の か に つ い て 質 問 し て い る 。 全 体 と し て は 、 「 何 も で き な か っ た 」

が 3 割 を 超 え て い る が 、 気 に か か る の は 前 回 調査 よ り も 1 1 . 3 ポ イ ン ト 増 加 し て い

る と い う 点 で あ る 。 こ の 回 答 を 年齢層別 に見 る と 、 2 0 歳代 ・ 4 0 歳代 ・ 5 0 歳代 で

4 割 に 達 し て お り 、 幅 広 い 世 代 に 分 散 し て い る 。 ま た 、 「 何 も す る 必 要 は な い と

思 っ た 」 と い う 回 答 が 男 性 に お い て １ 割 弱 に 達 し て お り 、 女 性 よ り も 6 . 4 ポ イ ン ト

上 回 っ て い る 。

一 方 、 「 被 害者 を か く ま う ・ 家 を 出 る こ と に 援 助 」 「 加 害者 に 暴力 を や め る よ う 話

し た 」 な ど 、 当 事者 へ の 直接的介入 は 、 前回 調査同様 、 合計 で ３割 ほ ど と な っ た 。

ま た 、 前 者 の よ う に 被 害 者 に ア プ ロ ー チ す る 介 入 は 女 性 、 後 者 の よ う に 加 害 者 に

ア プ ロ ー チ す る 介 入 は 男 性 と い う 特 徴 も 前 回 調 査 同 様 で あ る 。 当 事 者 の 性 別 に

応 じ て 、 同 性 の 者 が 直接的 に ア プ ロ ー チ し て い る ケ ー ス が 多 い も の と 思 わ れ る 。

ま た 、 相 談 機 関 の 紹 介 、 病 院 に 付 き 添 う 、 配 偶 者 相談 支 援 セ ン タ ー や 警 察 へ

の 通報 な ど の 間接的な介入 は合計 で ３割ほ ど だ が 、 こ の よ う な 公 的機関 を介 し た

対 応 の 割 合 は 前回調査 と あ ま り 大 き な 変 化 は 見 ら れ な い 。 間 接的 な 介 入 に関 す

る 具体的 な対応方法 に つ い て も 、 今 後 さ ら に 周知徹底 す る 必要 が あ る 。

以 上 の 諸点 か ら 総合的 に 見 る と 、 今 後 も あ ら ゆ る 年齢層 に対 し て 、 公 的機関 を

介 し た 対応方法 を 周知 す る と と も に 、 性 別 や 年齢層 に応 じ た 多様 な ケ ー ス を 用 い

て 、 身 体 的 、 精 神 的 、 性 的 、 経 済 的 な 暴 力 な ど 様 々 な D V の あ り よ う を 認 識 さ せ

る 必要 が あ る も の と 思 わ れ る 。

次 に 、 問 2 5 に お い て 、 回 答 者 自 身 の D V 被 害 の 経 験 と そ の 内 容 に つ い て 見 て

み る 。 全体的 に は 、 「 人 格 を否定 す る よ う な 暴言 を受 け た 」 と す る 回 答 が 最 も 高 い

が 、 あ ら ゆ る 暴力 の 様 態 に お い て 女性 が 男 性 を上回 っ て い る （ た だ し 、 「 何 を 言 っ

て も 長 時間無視続 け る 」 と い う 回 答 だ け 、 女 性 と 男性 と の 間 に ほ と ん ど 差 が 見 ら れ

な い ） 。 ま た 、 す べ て の D V の 様 態 に お い て 、 回 答 者 の 4 0 歳 代 ・ 5 0 歳 代 が 最 も

高 い 数値 を示 し て い る 。
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次 に 問 2 6 は 、 上 記 の D V 被害 の 当 事者 に対 し て 、 実 際 に 誰 か に 相 談 し た か 否

か に つ い て 尋 ね た も の で あ る 。 友 人 ・ 知 人 、 家 族 ・ 親 戚 に 相談 し た 者 は ２割～３

割 ほ ど い る が 、 そ れ は 概 ね女性 お よ び 若 年層 ・ 壮 年層 に 顕著 に 表 れ て い る 。 一 方 、

前 回 調査同様 に 、 誰 に も 相 談 し て い な い （ で き な い ） ・ ど の 機 関 に も 相 談 し て い

な い （ で き な い ） と い う 回 答 が ４ 割 を 超 え て 最 も 高 い 数 値 と な っ て い る 。 こ の よ う

な 回答 は 、 や は り 前 回 と 同 じ よ う に 、 男 性 お よ び 高齢層 ほ ど 顕著 に 表れ て い る 。

次 に 、 問 2 7 で は 、 上 記 の D V 被 害 の 当 事 者 の う ち 、 誰 に も ・ ど こ に も 相 談 し な

か っ た （ で き な か っ た ） 理 由 に つ い て 尋 ね て い る 。 し か し 、 こ こ で 注 意 し な け れ ば

な ら な い の は 、 前 回 調査 で は 皆 無 に 等 し か っ た 「 無 回 答 」 が 、 今 回 調査 で は 2 割

に 達 し て い る と い う 点 で あ る 。 よ っ て 、 こ の 質 問 項目 に 関 し て は 、 前 回 調査 と の 比

較 は一概 に で き な い が 、 次 の よ う な 傾向 を 確認 す る こ と が で き る 。

ま ず 、 「 相 談 す る ほ ど の こ と で は な い 」 「 自 分 に も 悪 い と こ ろ が あ る 」 は 、 前 回 調

査 と 同様 に 男性 が 女性 を大 き く 上 回 っ て い る と い う こ と 。 次 に 「 恥 ず か し く て だ れ に

も 言 え な い 」 「 自 分 さ え が ま ん す れ ば 、 な ん と か こ の ま ま や っ て い け る 」 は 、 前 回 調

査 と 同 様 に 女 性 が 男 性 を 上 回 っ て い る こ と 。 そ の 一 方 で 、 前 回 調査 で は 「 相 談 し

て も ム ダ だ と 思 っ た 」 「 ど こ （ だ れ ） に 相 談 し て い い の か わ か ら な い 」 に つ い て は 女

性 が 男性 を上回 っ て い た が 、 今 回調査 で は そ れ が 逆転 し て い る 。

さ ら に 、 先 ほ ど の 「 相 談 す る ほ ど の こ と で は な い 」 「 自 分 に も 悪 い と こ ろ が あ る 」 は 、

前 回 調 査 で は 幅 広 い 年 齢 層 に 一 定 の 高 い 割 合 が 見 ら れ た が 、 今 回 調 査 で は 高

齢層 に な る ほ ど 高 く な る 傾 向 が あ る 。 こ れ ら の 諸点 か ら 、 「 あ き ら め 」 や 「 が ま ん 」 に

陥 り や す い 当 事 者 に対 し て 、 認 識 や 状 況 を 変 え る た め の 社 会 資源 や 情 報資源 を

今後 も 持続的 に 提供 し て い く 必要 が あ る 。
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以 上 の よ う に 、 今 後 も 沖 縄 県 民 に お け る D V に 関 す る 認 識 や 情 報 の 格 差 を 是

正 し て い く 努 力 が 必 要 で あ り 、 様 々 な ケ ー ス に 対 応 し た 様々 な 機関 に よ る 柔 軟 な

連携 の 仕組 み づ く り が 求 め ら れ る （ も ち ろ ん 「 女 性＝被害者／男性＝加害者 」 と

い う イ メ ー ジ だ け に 縛 ら れ ず 、 男 性 が 被害 に 遭 う ケ ー ス も 考 慮 に 入 れ て お く 必 要 が

あ る ） 。 そ れ と 同 時 に 、 加 害 者 の 更 生 プ ロ グ ラ ム 、 加 害 者 を 生 み 出 さ な い た め の

未然 の 防止策 も 検討課題 で あ る 。

さ ら に 付 言 す る な ら ば 、 c o v i d - 1 9 （新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ） の 感染拡大 に 伴 う

外出自粛や休業等 の影響 に よ り 、 D V の 増加 と 深刻化 が 懸念 さ れ て い る 。 実 際 、

内閣 府 が 1 1 月 1 9 日 の 緊急提言 の際 に 提示 し た デ ー タ に よ る と 、 D V に 関 す る 相

談 件数 が 前 年 比 の 1 . 6 倍 に 急 増 し て い る 。 「 コ ロ ナ 禍 」 の 閉 塞 状況 に お い て は 、

D V 被害 の 社会的認知 ・ 保 護 の 遅 れ が 生 じ る 可 能性 も 予想 さ れ る た め 、 こ れ ま で

以上 に 対策 を強化 し て お く 必 要 が あ る 。

（ 沖縄国際大学 ・ 桃 原一彦）
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